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第8回大会開催日程

■2025年1月16日（木）・17日（金） 全2日間
■【体験発表会・褒賞式】 品川グランドホール
■【枝肉勉強会・共励会】 東京食肉市場株式会社

（様式１）

出品応募表提出

（様式３）

（様式２）

枝肉共励会出品申込書・
体験発表会事前審査資料提出

受付締切 出品登録期限

2024年

9月6日（金）

2024年

11月8日（金）

募集要項発表

プレスリリース・受付開始

ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ

2024年

7月10日（水）

“高校牛児”の皆さん、こんにちは。和牛甲子園事務局です。
現在、第８回大会の開催準備を進めています。より良い大会を目指して全力で取り組み
ますので、一緒に盛り上げていきましょう！
さて、今大会のスローガンは『みらいへつなぐ高校牛児の輪』です。和牛を通じて深

い絆で結ばれた高校牛児の輪が、新たな畜産の未来を創造し、それぞれの夢を実現する
という願いから決定しました。
皆さんがこれまで取り組んできた成果を最高の舞台で発揮しましょう！

開催

2025年

1月16日・17日

全国農業協同組合連合会（JA全農）畜産総合対策部 担当:鈴木・藤井 ☎(03-6271-8216）

応募スケジュール

•出場の確認、出品頭数の確認、連絡先

様式１ 出品応募表（7月10日～9月6日締切）

•出品牛名前、性別、個体識別番号、血統 等

様式２ 枝肉共励会出品申込書（11月8日締切）

•キャッチフレーズ、学校・地域紹介、出品予定牛写真 等

様式３ 体験発表会事前審査資料（11月8日締切）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:National_Federation_of_Agricultural_Co-operative_Associations_logo.svg


第
１
号
は
、
第
７
回
大
会
で
総
合
優

勝
を
果
た
し
た
「
鹿
児
島
県
立
鹿
屋
農

業
高
等
学
校
」
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

先
生
・
高
校
牛
児
か
ら
第
７
回
大
会
の

感
想
・
第
８
回
大
会
に
向
け
た
意
気
込

み
を
聞
き
ま
し
た
！

■鹿児島県立鹿屋農業高等学校
■鹿児島県
■創立：明治28年
■校訓：誠実・敬愛・力行

【学校紹介】

【

第
７
回
大
会
の
感
想
】

■
先
生
：
学
生
は
牛
が
大
好
き
で
、
牛
舎

に
い
る
時
間
・
牛
と
一
緒
に
い
る
時
間
は

他
校
に
負
け
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
そ

こ
が
総
合
優
勝
と
い
う
結
果
に
結
び
つ
い

た
。
ま
た
、
今
回
出
品
し
た
「
誠
実
号
」

は
地
元
の
方
か
ら
受
精
卵
を
い
た
だ
き
肥

育
を
し
、
最
優
秀
賞
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
「
誠
実
号
」
は
学
校
の
校
訓
か

ら
名
付
け
た
。

■
牛
児
：
優
勝
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
。
交
流
会
で
は
他
校
生
徒
の
飼
育
方
法

を
聞
き
、
自
分
た
ち
は
ま
だ
受
動
的
だ
な

と
感
じ
た
。
ま
た
、
他
校
生
徒
か
ら
新
し

い
飼
育
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
。

【
第
８
回
大
会
に
向
け
た
意
気
込
み
】

■
先
生
：
ど
の
牛
を
出
場
さ
せ
て
も
賞
を

狙
え
る
く
ら
い
に
は
仕
上
が
っ
て
い
る
。

第
７
回
大
会
は
４
８
／
５
０
点
だ
っ
た
た

め
、
脂
肪
の
質
（
オ
レ
イ
ン
酸
）
を
改
善

し
満
点
を
目
指
す
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

今
年
は
枝
肉
部
門
だ
け
で
は
な
く
、
取
り

組
み
部
門
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

■
牛
児
：
２
連
覇
を
目
指
し
て
い
る
。
枝

肉
は
満
点
を
目
指
し
た
い
。
取
り
組
み
部

門
も
優
勝
を
し
て
総
合
優
勝
を
し
た
い
。

第8回大会での活躍も
期待しております！

増永校長

出
場
校
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

鹿
屋
農
業
高
等
学
校



【
先
生
か
ら
生
徒
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
】

生
き
物
を
飼
育
し
て
い
る
た

め
、
一
日
も
手
は
抜
い
て
は
な

ら
な
い
。
飼
育
を
し
て
出
荷
・

評
価
ま
で
が
肥
育
を
す
る
こ
と

に
対
し
て
の
責
任
で
あ
る
こ
と

を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

和
牛
甲
子
園
に
出
品
す
る
候
補

牛
が
い
る
こ
と
は
当
た
り
前
で

は
な
く
、
歴
代
の
先
輩
た
ち
・

地
域
の
方
々
の
助
け
が
あ
る
か

ら
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
。

【
次
回
出
場
校
へ
の
質
問
】

牛
の
好
き
な
部
分
は

ど
こ
で
す
か
？

学校の中で一番好きな場所は？

牛舎！

【ここがすごいぞ！鹿屋農業高等学校】

■生産コスト削減を目指した地域未利用資源の活用「笹サイレージ」
飼料の価格高騰から、地域の中にある資源を活用したいという想いがあり、「笹サイレー

ジ」の使用が始まった。鹿児島県は竹林面積が全国一位でもある。学校の竹を刈り、機械でパ
ウダー状にして食べさせたところ、肥育牛が好んで食べた。現在は、飼料・敷料に使用してい
る。
■高校牛児主体の飼育
土日祝日含め、毎日休まず朝・昼・夕と高校牛児が給餌・飼育をしている。毎日牛を世話し

ているため、些細な動きの違いや体調の変化に気づくことができ、素早く対処ができるという。

【高校牛児たちに質問】

笹サイレージ高校牛児主体の飼育

篠原先生

長嶺さん門原さん森元さん 浦﨑さん


